
















































































































































の (b)枠にとらわれない米国流自由研究 (c)映画に関連するもの (d)多民族国家,植民地政
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ムレットにホレイショ, リアにケント,また 『アントニーとクレオパ トラ』のエノババス,
『コリオレイナス』のメネニウスなどを分析するものHは,実践的な臨床心理カウンセリングが
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ないという程に耐えてみせる」(「1l never/Be suCh a gOsling to obey instinct,but stand,




























































独自の 「武器をとって海のような災厄と戦うか」(take arms against a sea of troubles)
という表現や,『リア王』中の台詞 「熊を避けて逃げたら猛り狂う海があれば,まだ熊に食わ
れるのがましかもしれぬ」(Thou'ldSt shun a bear;/But if thy flight lay toward the





「あいつらを俺の東と西のインド会社にして両方を取引する」(they shall be my East
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「データーベース:米国シェイクスピア研究学位論文」からシェイクスピア=ベー コン説を検証する
て,それで新たな基準を設けたらと思う。言い換えれば科学技術立国の国が文化を見る視点ヘ
の収飲ということであつて,その祖はベーコンなのだ。
そうしたアメリカがはっきり見える形で収飲すべき価値基準を持つとしたら,アメリカが世
界に誇る藝術としての映画であり,アメリカには 「映画的なヒューマニズム」という価値基準
があるのかもしれない。それを考察することはシェイクスピア=ベーコン説検証にも役立つ。
つまり 「シェイクスピアがベーコンを利用した」という考え方が生まれる基になる。
次項でこれを論じたい。それには稿を改めることにしたい。
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